
対象製品名　：　AXX700　(SUS304)　　 対象製品名　：　AXX700(SS-U/SS-B)

後付ホールダウン防止金物 耐震補強性能証明技術資料

mail：synapse.international@synapsejp.com
URL：http://www.synapsejp.com

3. 基礎固定耐力　性能証明計算書

1. 金物本体引張最大荷重力証明　試験グラフ書

2. 金物本体引張最大荷重力証明　試験成績書

4. 木部固定耐力コーチボルト検査証明書による計算書

5. 耐震 ・制震補強金物　後付ホールダウン防止金物　設計基準強度 (Fc) 対応について。
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後付ホールダウン防止金物　「特許構造部」
対象製品名　：　AXX700　(SUS304　/　SS-U/SS-BB)　

[ 衝撃力緩和　制震構造技術特許 ]



試験対象　AXX-700 金物単体　鉄製品 /ステンレス製品　試験
依頼試験　埼玉県産業技術総合センター
試験方法　金属材料引張試験
試験機　　( 株 ) 島津製作所製　UH-F300KN

下記、単体製品の試験により、AXX-70 金物本体の引張最大耐荷重力 [SS/62.1KN]　[SUS/147.0KN] を実証。

1. 金物本体引張最大荷重力証明　試験グラフ書

●AXX-700SS30-U/B　金物本体の「制震システムホール」限界耐荷重力試験グラフ

●AXX-700SUS304HL　金物本体の「制震システムホール」限界耐荷重力試験グラフ

●AXX-700SS30-U
●AXX-700SS30-B

●AXX-700SUS304-HL

●AXX-700SUS304-HL



■製品名 :AXX-700SUS304HL製品試験結果書

■製品名 :AXX-700/SS30-B/SS30-U製品試験結果書

以下の試験成績書は金物本体の引張強度を証明したものです。

2. 金物本体引張最大荷重力証明　試験成績書

●AXX-700SUS304HL
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下記図は、構造物 ( 柱・土台・基礎 ) に金物を取付けて行う引張強度試験の場合の例ですが、この試験方法では、使用する金物製品種を
問わず、構造物を上回る引張強度を備えていた場合「構造躯体強度試験」になります。

14N/mm²
15N/mm²
16N/mm²

「引張最大荷重」
MAX71.5KN ～ 76.7KN

※97.6KN

147.9KN

28.9KN×5

「設計基準強度」(Fc)

「12Mアンカーボルト」

「制震構造部破断耐力」

「コーチボルトせん断耐力」

●構造物金物取付試験につきましては、金物本来の正確な性能が得られない異なる目的試験方法となることから実施しておりません。

採用者側都合の確認試験になります。メーカーは様々な補強使用条件を加味した製品設計をするうえで金物単体性能を正確に把握する必要があります。

（◎金物性能把握試験に適さない試験方法。構造躯体の試験 ( 構造躯体以上の性能を備えている柱金物であれば同様の結果となり本来の柱金物性能を把握することはできません。)

基礎破壊

柱ほぞ抜け

外壁破壊

メモ


